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pp.133-144 を号;<J~z.持司!司苦吟ミ!苓4喜平号~!fr言

J己云昔 ~à 且豆}~号守名古ト手7トヰ豆汁l ユ今王吾叶古H7トヱヌlJL

吋， sti豆王叶今叫子千互主忍7H聖夜 0] 斗.ス|舌♀司斗l オ1 吾丘せ~

会喧旦さトセ忍対lせ全斗守宅Tzf王吋lλ12苦言トa:j幸村l ろ~~号さま告包

モ営0]斗.

0] さ~ 01] 牛号宅 4司~ミ壬吾会， λ?豆吟社制吾忍会~司さト喧λ-1，ロ]t:1

叶ヲ十干干y 列]o]~λ同司王社王呈ユ司叫22i斗. 叶ァl ペセz，1-吾スト~

忌司会斗入1を喧著ミ]きト2 0] ラ!量叫1 叫を菩ミl~ 忍吉1 吾エヰ司きトZスト

を斗.ユ司ヱ叶ス]~よ。ト吐三人l 王司許Z 苦ロl 司叶升干干y列]0] 位 λト三4

~叶唱妾をぜ利l 旦告全ごと列l ヌ1司旦王号きトヨl斗.

河野浩一

「神々」は死んだか?

「教団」が去り小さな神々が急増中 rキャンハ。芯路上宗教」のオウム後の生態

1996.4.24.発行

Simulation Report 

第 7号通巻 159号~SAPIO~ 第 8 巻

おまけ

豆呈ことロ](往住彰文)~是吾 F3842J 母苛苛ヌl豆λ，-j~雷同ロ1 叶叶

~ス1斗苛判官号外川喜ロ1司叶升干干叫対]0] 位』会対l号ユt:J1主宅]スl 斗

守~ ~ヨ子信斗量吾オ豆電司ロ|司叶 0]平~~λト司曇忍すきト221斗.註

吾~丘三国会斗舎斗を。] .哲司苦牛ヌl金受0]斗.

pp.27-29小学館

①ミ]社会{スl誉主主=-~à {l，斗舎告宅再司互豆ユ唱斗昔会する12.豆
旦望弓きトせ~~，~スl 斗脅9.J立斗司 0] 喧λ↑!五千干すを世子守唱。1

斗.

②唱す金主脅さトを宮司ロ]t:1叶量全]社宅士19.J社.Aa~ヰ尋型金主干守λ1

ヲl七7cl守0]対斗.

③テ1干千y升]0]そ!9.Jロ1司令ト会 Z司苦IT1l， 7]岩司ごと主主ラ若干干司号時

包斗号号き同l弔音吉トと安0]幸甚きl電444会ス]¥i斗.

ま
た
、
若
者
の
宗
教
へ
の
傾
倒
は
、
所
属
す

べ
き
集
団
を
探
す
行
為
だ
と
い
う
の
は
、
東
京

工
業
大
学
教
授
の
橋
爪
大
三
郎
氏
だ
。

「
普
か
ら
日
本
人
は
集
団
に
所
属
す
る
こ
と
で

救
済
を
求
め
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
パ
プ
ル
以

降
、
そ
う
し
た
集
団
は
ま
す
ま
す
見
つ
け
に
く

く
な
っ
て
い
る
。
そ
も
そ
も
既
存
の
宗
教
は

4

0
0年
前
に
息
絶
え
て
い
る
。
今
は
も
う
形
と

し
て
残
っ
て
い
る
存
在
に
過
ぎ
ず
、
実
際
に
脈

打
っ
て
い
る
の
は
、
新
し
い
宗
教
だ
け
な
ん
で

す
。
さ
ら
に
、
新
宗
教
、
新
・
新
宗
教
と
い
わ

れ
る
も
の
は
、
敗
者
復
活
戦
の
場
で
も
あ
る
。

い
い
大
学
、
い
い
八
基
未
が
目
的
と
な
っ
た
今
の

教
育
の
中
で
は
、
ひ
と
握
り
の
勝
者
が
い
る
一

方
、
大
多
数
の
人
聞
は
敗
者
と
な
ら
ざ
る
を
得

な
い
。
そ
の
彼
ら
に
と
っ
て
、
修
行
で
ス
テ
ー

ジ
を
上
げ
る
の
は
、
親
を
始
め
と
す
る
自
分
の

回
り
の
人
々
と
は
違
う
階
層
の
人
聞
に
な
る
こ

と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
が
非
常
に
価
値
の
あ
る

こ
と
な
ん
で
す
」

ロトス]12{ぺl喧州手守J5丘君司，ヨ自存司吾<d社斗若0] )，~斗きト討さト

ミラ刈|せ0]斗.ロ1♀t:J1ta-を苦サ0]叫雪牛文!詮司IJ.①9f手守告電-6J位

旦豆唱すきト喧ユ斗ス] 0]分霊安王~斗.

斗七 0]c1吐きスl叫|ヨオl寺社宅t斗.ユ三塁ス1吐号λl付']9.J吾王文!斗.

0]契告号位 o豆し十9.J )，~ z，1-告曽ぢl喧斗合斗を斗. 
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百ス1 ①.Qj千社，号~之}.Qj ;Ac! {l合若干干司互主ユ哲」主主人]1吾一司0]，

但司七哲子ミラ菩喝さlオ|今司ペ 0]手叶A:joトを斗.せ吾吋lλ↑土7R司ヱ

妓ミラ 「叫包号~入ト2量許と豆豆ユ碧jO]L十「信~舎を三Eきトミラ互主ユ

会子叶相互忍叫1叫斗 24巷せ司ヲトy吾叶l斗司スト坦ぞう叶豆喧吾守

合-^~)泣きトミラ互豆ユ唱。l斗.ユ常OJ1rぇ1弓」斗玉JfL叫詩型号士1017トミテ

を司持主主ユ唱王斗牛7十営司~~斗. 0]司埜王豆ユ哲号会互干スl
号司吐舎さト斗.ユ習叫王善子許jl，幸司司ミラ吾斗ァト<(!叶0]ァ1uJl与叶1，

入}昔吾名ユ~告号せ~'d唱叶斗号電電} ~2..豆司斗司叶司と契 0]

斗.ユ吾斗司昇司叫1]r;Ac!そLO]対ffZ見(¥j)ヰZ王昔斗苦言トス1芙きトスl
吐)対智 λ』斗さトォ1喧斗.

型スH斗吾さす官♀豆 r.Àc!主L告人1 吾一司 01~(旦宮司)を斗Z 司入t

ユ茨0]吾せ社司士1.Qj互豆ユ唱会社-̂ c!苦牛 2i月l司七羽毛 oトy斗.

0]召0](a)斗 (b).Qjスト0]斗ミラ契告唱ストきスi司さトヱスト誠司妥0]斗.

哲」斗若0] 0] ロl 位斗呈 71干ヱ引七突玉虫l斗. ユ零ス]~ ①斗 ③λト

0'01]ミラテマヰ吐:z!-Z40]吾ス1ヰZ 幻斗金安全社斗司λ?とせ喧斗.

(a)型社.Qj;Ac! ~全智子子同豆豆ユ曹司君るJ旦豆入1 吾司]0] E(旦望号)

さト七司i-^c!号きl~斗.

(b)~社司;AC!{l 0] 若昇司豆豆ユ碧斗号電曹司{~2..~子公司叶 21

ヰセ Z見合号噌司法斗.

①叶|λ十苦言トセゼ干す唱毛 (a)呈号司王L豆ヰヱヌi-z見0]ス1， (b)七

号E苦言]0ト斗斗.吾叶せ刈lさ同l営唱さ}王暑さ}究lヰ.(a)と「♀牛を互

豆ユ哲告さ「ノ泣きl~会叫，ユ互主ユ碧♀豆斗号ヰセ若干干司せ;Ac!士]告

アトス|ヱ幻と 2足立主基牛 21斗Zλト昔号0]1-^~斗言ト21斗」ミラ安全.Qjロl

を}斗.号， (a)叫す号外1ペモ入ト在斗1忍士]会 7トス]jl~とミ]社号0] 吾ス1

社斗.ユ司ヱユ号01， (;AC! {l含アトス]jl 対スl曾告。l吾唱を)君子干司7ト

ロいl弓士]会 7トス122iせ安利宮古書号叫詮ス].Qj叶羊呈社宅ヰミラ妥0]

4 弔干干同司号zf岳互主ユ哲叶1] ~1 叶A:j ~スl 吐，ユ安全社78 き}と'?.l

社.Qj ;Ac!~ 0] 叶坦 ~~7同l 叫司λ十詮号電司 7]全司221ス1 曾斗. ユ

唱叶l王苦干さトヱ，包社吾4L スト士l~ r;Ac!{lj告公司(若干干司会J号斗)叫l
手入いl ヲ]jl，ユ安01]斗 r78 {l j告剖叶叫七夜0] 斗.吋!升y舌0] 甚~司

斗吾(荷叶王号蛍叫斗せ Z更さ号~司叶幻ス1 詰ヰ)干叫す入}o] 吋l

斗之同]~宅士号ス](等置)7ト曽切さトミラ提唱万'}?吐唱言λ』をヰZ きト唱，

ユ安全叶喧主忍叶1λ'11:1]妄一司ミラ~~三井.0] ラ~o] (a).Qj委司0]斗.
寺42き](包社.Qj;Ac!士14さ， ~cトヱぢ}と λ』号7] オ|判外l入?営電司221

ミラ 包号~ごと互E叫叶斗)(17司]0] ス])斗Z 重量牛討会契0]斗.ユ司L十

ユ土豆互判叶沖電刈♀司吾0]営jl~)七夜斗昔会宣言司斗豆豆ユ

唱♀豆斗-̂ c!司叶公告スH壬且す雪令¥j}斗.叫斗λi(a)豆半司 (b)アト

平時i喧斗jl^~z..}討を視さ苦フトミ子言トヰ.

「叫!包号司入トZ呈言トミ壬互豆ユ哲jO]L.十 r-^~ J:盟会守主許七互豆ユ碧」

ユ零ス1吐〈智子干司曇 7]ミテ荷主主ヰミ]斗号害警吾刈豆キi音計七司

吾暗唱}(31司1]0]ス])叶1吐叫叫七夜会 oト叶斗.3Lき1司せ吾.Qj吾スト斗ロト

社アトス1豆， 7]司7トr.Ac!~j含アトス]jl ~七安利苦包社叫1 叫司噌号をヰ

ミラ入ト営会~号24i豆3{3 7ト吉:Roト警視 0] 斗Z メ~Z}司ヱ 21斗. 0] 宅~:î!十

丑喧ヰa:j7トミ「千尋きROト雪 Z完全スト喧~叶♀J ヌ↑司包同1， 0]吾判畏ヰ吾

叶1人十包音さトオi霊安0]斗.

2 

ヲト斗♀斗(J II 浦康至)司セ吾『ロ1司吋豆λ1~ 若干干司升干干y升1]0]ぜ-

78 且Jl~子~入}司43 司』岩若干干叶叶主判ヨ斗 E詩人}斗型号音 7R 吐き}ヱ，

ロiじl叶主人f受詮号句会主壬苦音0]cJ-.召喜平岳会廿寺詩型斗合斗否

。1丘司会;Ac!司雪牛 21音羽0]斗.

①t:J1唱升干干y テ~ 0]せ0] 0]せ~Ol斗Z 司七「升司斗1:1]とこヲl.!三位

爵」せ吐王λ1ヰ守宅}~見 0] 0同斗.

②若干干司バ]1三判ヨミラ u~ムヲ1i干y 升]o]~玉 7H'{} 升昇叶テ~o]想王

。ト1d 「号社」子干互.Qjユ吾升号斗升]o]~告書型社斗.

③君子干司司]E刊五社刈1王号電司01司会幸司吉凶1叫斗牛司2ヰロ1

司叶豆王牛工824 ロ1司叶豆王吾牛~斗.
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LJ1刻l豆す号誓三F21Eラ予すo]c十.ユ司斗号スト号外1汁l主音 o]-oH司

スl詰会安0]司-;.E 斗司l岩手吾fL， とを~吾ス}アト①，②叶|人?司昇司叶l
E判ヨ~ロl 叶叶豆λl~ 7}岩c;.j含号-̂j;:司王主豆工87142riiEλ?王，叶
柑λf③斗なさ oHロHを吾号外l王宮強ミラヌトさ}ミラ召0]叫.

7]~全日l妄型斗?を三EさJ 吾会2-{-7] ス]-~~甘号外l 叫斗若干干同
一サ]E刊ヨ喜岳4与さ}司雪之~o]c十. ユ司 L十をそ1 若干干叶サl豆判ヨミラユ安
全王唱を λ}主l喜一， f号喝さ]0]そi斗ミラミ三215Z豆斗吾 λ同豆吐吾叶吋

記斗.7]~ 号~至る1 çヰ λ1 智子干司叶1 豆♀l 三ì~ .s=.唱D1]叫斗号~~~喧
持喜入]6fさトオl司斗.0]司型公立斗舎会 Z司ヰ喧λ-i.ユ4手祉会社

召告吋宅をλl忍牛七~金井?

斗， 7] 幸司ヲ十号叶丹]o]~ 守付金ユ司豆 Z牛朴2 ~J七三E24 ・刈1王と

斗7]望7H豆号刈さ}2~.よと吐オ]0] 斗.叶スl 詰o} 干 λ~llj]7} 甚zp司王主

豆 λ?豆喜苦碧njJ， λ}豆l斗旦告会叶草刈喧詩司l苔安宅17}?ヲト斗♀

斗斗七吾会， 0] 2-1を菩ロ1豆金吾刈1豆♀司吾会 0]晋Z21斗.

/，1 i' I! 
3 

;~ I 

智子干同斗智子干司叶l豆♀13と唱ヌ同♀豆司王叫叶叶l量斗言}斗.ユ

♀{叶|斗守主}オ1王斗干干刈アト op手叶忍斗と召刊λ-1 A~王号電 ~o] 己} W 

時ヲトァH高木晴夫)判と吾 r7]~ 司|ヨ判ヨ斗去るl 喧詩 -- ĵ 且そ]互斗

アト7JoJ主ろ1叶1ロ1ヌl'ぞ守宅=斗立斗』七， 7] 世主~~若昇司叶l互♀1ヨ

王世斗呈~宅i再叶l 叫古H -̂j喧叶|λ?司吾許2 ~J斗.干喧列ヲ}斗♀斗~

と吾斗叫4LZ41豆叫豆喧召司ミラ号o]c十.ユ♀召含 78司さト喧，

!
 

1

1

 

• 苦牛 2lEK
①90';1叫芋司 7]廿叫忍且せ豆己}7ト-̂j¥:l]司7]λl斗き}喧λi.幸司斗

オl 号曹司干アトミS21i豆喧再司-2，スト告;.j 号~;'j告な呈さ同l

司21斗.
②λ十叫 PC号士]吋|叫司社せ斗と丑司司王 21スlせ吐叫言トミf丑司21

王 2i斗
③召吐手~~主~吾井吾ヌトモ!?jfき7]~会，ユ安斗叶告司ミラ若干干

同けu三判ヨ吾持吾 3Jォl聖夜o]c十.

司王手1叶♀!吋!とを舎叫え}宅0]対斗.ヲ}斗♀斗アト三三押さト221ミラ
安材記， o~ 守主ロl号す;'j ARAP ANET ~ <羊Y同 7]岩〉叶lスlしい1詰

対日忍スト吋1営0](号;'j をLJ1~}~号豆〉豆著叫司~斗亘社 0] 零オ1 せ
吾叶ミ]叶l豆♀jヨ~叫芋叶!と「叶司事!J斗を会〈望号電子干唱 0] ス}喧営
λJ24i豆を~ ;'j 司叶社斗)(日司]0] ス])ー司王判l 叶~ ;.~ォ]tl-司吋1λ十七 0]91-

若0] ス}守司主主 0]手叶ス]~吾川 yト叶唱安宅]アト吾司 o}望牛~斗.
号吾 0]cj を会§斗苦言~o] ヰ王判1] 01 01]丑オ]~o] 平を宅l 7トミテ借金妥

と司会叫し{斗.さ干，司王叫叶~ 7]号碍子主斗号;'j含平λlせえH，0十

干刈l王L-j-守刈|量王唱さ}七英会吾吐きトヰ
0] と吾刊λf 土7H司Z 幻と司昇司珂干干q升]o]~Q] 要 7トス|号司王

0] 司せ入]z同lλf 且喧ロJl♀菩ロ1吾斗.吋l呈音型，忍ス1司~叶1λ? 曽包
0] 弔号司ミ]ヰZ さ}七社若者千干司曇ロH7ij豆喧司主λト呈 ~λ| 萱7J

♀，且斗告司を叫昔告晋叶当牛 21斗ミラ曽祖ス}士l~ ~対1] 01]叫司
司吾司ごと7r引き人ト昔吾0]叶]E判ヨ剖外1λ?と華苦言トオl聖哲をヰ七

λト信号号 0] 司社召雪01]吾オきト叶， 2ti豆~λ}玄17ト旦斗 nâ 号司ス!
とす守♀豆喧再司主主 契0]己十件|せきト叶王寺会裂を斗

ユ零ス1吐 o}司会若干干司升昇斗刈0]位。1曽叶￥会川]E♀1ヨ斗 λ1オl

~Ai] 人}司1吾 7]主豆七~吾忍7ij 詩2 ~7] 司吾斗!] 0]喜告ス~7] 苦

叶スl セ，~ス|吐，さ}L-j-1Qヌ}号ストさ召豆古1 且王号司3!1ヰ

7] 包叫叶1 忍旦~豆叫， PC号士]す0] 弓\:l]吾外1 叫叫，包吐~♀豆 7] 省

主|オl幸司子主吾号吐(縦断)さトミラ号入l斗11，号斗/日l号斗ユ吾斗と豆斗

吾ぺ]3斗「司スト司ユ吾JO]吾宅卦叶，ユ吾斗社司BJ-斗匂λl喧再き}ス1
2よ会牛~斗と安 0] 0]と号外lλTスlヰ司Z21tf提唱列♀若(①)01
斗司ヱ7aoJストモ主Zj ;ぜ判外1叫宅!-̂j且吾号斗首牛雪牛 2l♀吋， λ』

せ斗句]叶|λ?吾平さ}ミラ司守王子豆スト圧を叶とと子干斗王司王F司自升干干
し同I]O]~含誓牛ヌ17] 叫吾011.且斗忍吾.3cJ 0]2 守正司て]唱平外l 祖

司苦牛~オl 司斗.

， . 
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0]弓♀ロ|旦を首号斗|対ぢトミラ安会号社社司対1寺0]ヰ.ユ量全祖

号~~主司1-)1汁干千叶升]0] 但(吾什手斗・ 3司斗-…・・)含 7]主主， 3112F3 ぜ
スト斗公平スト号入ト0]斗|λ↑包司卦ヰ.吐包 λト叫 PC号を}o]，7]号斗升存

叶升]0]也会埜忍きトオl叫刈l埜斗2 "ð}坦，号之}丑司スト吾JL 叶 0]せ吾丘~
オi碧ス)王旦吾斗(ユUJl吾斗l②叫lλ十斗吾0]PC号士101]吐叫さトと社司

司王吾電きトー ~o] 己+2 苦牛妓斗).斗喧 7]~ 三f:~名~-ヌト 0] 2:J型
す守主主唱持司ミ22日'(17ト?を干7トスlλト司l吐会 7トス12吾吐苦牛ミラ

訟を喧 0]スlt 「きトロ}ロ}坐司1 三1量豆スL吐音寺i'"2 且可12ヰ叶王塑ヌ~~
7] 甘叫 PC号士14さ 7]吾~升干干斗升1]0] 恒含且苦言ト註-^~王叶|ユヌ!と契
司君且cヰミ]斗.

せ吾斗苦手甚斗lぺc.トヲト7]ミラ 7]<?J叫サ]E ♀13~ ロ]C11せOJ}丑巷ロl
号斗包甚7]<?J ~ヌト0]吾ス1 荷台l2 ~斗. ユミラ (r苦列l 土司書スl三と」
升存叫升1]0]但)(λト忍24i斗若会提)会 PC号士]刊叶|λf営言J骨三豆外，

〈ロ1 号叫1λ?と受0ト善牛~詮曽菩Z千千~主るJ 司 }(86羽1]0] ス.))音堂朝さト
ォl重安ol斗宅["d}2~Jス]~， 01 毛j 斗!と号斗苦牛~斗.PC号を]含号

司，呈斗 ~λト吾号包入lヲ|セオ干干斗升]0]11 0 ] アトミ子霊安宅17l-斗1 叫司λH壬
~吾斗叶ス17} ~斗.吐宅~ 7トミテさトヰヱ司王，ユ契 0] 営甚斗7J♀叫]~
司寺霊安世アト。~ rJ1司 λ1王叶忍司ロlス1 牛0] ヰ.③~手守会ロ1♀苓ロl
豆岳 7ト位。]7] とさトスl せ，寺号を号71吾召cヰl さトヱヌiヰミlλ~ z[喧斗.

7] 省主~斗君子干叶司L~刊ヨ~丑オ]~叫司， 0]と吾会吋司7}-̂]

人lλト許き叫朴啓斗.註♀豆王ス|今弓ミ]哲子アト 0]干叶ス]71曇 7]叫司

吾斗.

②若干干同ロ1 叶叶曇 7] 主豆さトミラ λ}司入lとこ唱会..♀l豆手同J~ 入!と

噌科斗 roト司豆半司」斗入)土噌主q.~ ;，日昔司1~司 Å~Àj 呂斗.

③忍叫オ]-3J<?.l干F互豆 -^CJ 且<?.l豆斗フト/\~tl] ~ tt!， 7]ーサλト司~バ]J三判ヨ

(λ十司喧)アトヰ号司」己主7J苦言ト屯ぺ 号ぞきト告す守o豆忍社電

突0]斗 oj]せ司ヰ.

④ヰ守曹人}司喧吾0]ヰ幸司 o豆号吾"d}7]刊司λ↑七世/¥jを喧丞l
(λ同司<?.l司司01と)0]吾丘司召契0]ヰ

i

l

l

i

l

i

 

-

-

-

-

01 7ト岳司l①会号λi'<!l忍刃lヌ，]斗号斗叶1] 0]豆七♀唖号せ~ cヰλトヰ

入ト~含号巷苦手包叶忍吾吾01 斗.ユヰ十斗]1王 0] 是吾会♀叶ァト電喧

誓 Å~斗司且oト0]:雷吾オl量全叶アl ヌ17] 叫1ぺ古音きトZRlと司1.ユ号要

アトス]~告吾叫召豆さ}2ストを斗.

①叫オl ろl~ 公立~吾対|ス:，1~ な科斗-^~且弁号斗祖スト井Yト号入1 叫l
ミ]司 ~2 ~ヰ.

λ問手♀1 7Jス~~ {lヌ~]7ト吐スl ォ1]~ 7J刈l 斗 tl] 苦司信号吐 0}L1斗，号

室キ骨吾首号も1斗lλ十言斗さトcヰ若干干叶・詩0]司|三1号省主主忍暑さ}是吋l営
司|を契斗l王 7] <?.l宅斗七三首会叶叶ヌ同l ス]~司叫匁斗. 唖互主壬入];す

入!とユ噌0]肴叫きト是吋!叫号電包司召斗豆λ十司干干司吋]:s刊ヨアト号す

きト匁ヰZ 菩斗.叫斗λ十λ同手斗7J柑斗号司ミラ 01司を吾喧司斗-̂a金

吾Eヰヰ21ヰミ壬司1ユ 42q]ol蚊斗.を宅ロ|号一号司日/¥a干7]-宇忍司Z21

ミラ r/\à 且主Z今王豆」子せさユ喧守位公司1 政セ安 0] 斗.ロ|号 -^à 芋~

入.i~許と契斗習， 0] 子公会号司 (2王~ス1 司 fE平，……吾平入l社斗

荘司24呈召}(l02珂1]0]ス])0] {I宅司と7J♀， 7] <?J主~~甚召ささオ叶l

λ↑半司喜吾司ス1 詰含牛 21金安 0] 斗.ユ7ト Å~ 斗さトミラロ]C11~ (司君~~

旦芸人間入!と曹0]若干干司入!と噌詩聖司，ユロl叶叶号社0]ユ叫豆電

41λ同丹羽斗.ユ司百忍司号叶ヒモラき斗1斗王司今司叶 2iと吐~7]
(PC)と fd召245Z豆号号吐喧司吾且弁をヰ}(111司1]0]ス1)セ安0]斗.斗

ミラユ7}旦λトさトZ21七ロl司せ0]7]菩ヰ♀豆ラミヰ2 Å~z十世斗.

0] さ吾叶λ1 ス]~"ð}2 ~是正司斗司号丘君主ラ召さ，けl~三刊互4

2司弓f干旦叶lせを0]対ヰ七夜ol斗.究1王詮 0]安全公柑λト司l斗を対1立

与対l召斗唱さ101]斗司ミE号許21ii叶，号在会喧司アト'<!l忍0]手斗ぺl

オ]oflλ↑吾牛 21と〈是せ科.7B 当幹・ス.1~卦}(119司1]0] スn~ 7J守叶|六1

4 

一一 一 一一 J

ぜ王(遠藤薫)~岩吾『召昇司ロ]L1叶斗 λト司尋常守一r7ß <?.l J斗
「λ}詞J~ 守す』会 4型~と吾号君干干司汁干干y 升1]0]但 01 辛~入ト司呈
アトぜ号国オ];壬吐き}2刻斗.ミラ吾斗丘司会斗舎斗を斗.
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王斗舎さ}2 'v. t:十2苦を斗.ユ司2 0]斗若毛号香叶|吾71 許cヰ，人}~

司斗叫幸司号号合引を姐ξl，ヰλl苦言H入ト司24 包叶司0]と(S∞d

lnterfaa: 127-128司]0]ス1叶1引制司Z 文!斗)斗吾料金子守宅T
斗.ユ叶1叫豆喧， 0] 喧さ1 0 ] 詩型司 7] 剖司λ1 七 3司王忍，号 (7H 宅l~

手司~位司~ス])， {位司ミテ司〉妥〈位E1斗牛A，tトミテ母}o]且ミト司叶oト

きトと司1.斗唱。]~日量全信電量牛 21金井ヰミラヲ4012ti豆斗斗スq]7ト
霊視。lヰ
旦吾 7H む 0] ス}弁~スl 叫l 斗司，斗斗~入l司入!と噌 ol]斗幸司旦豆，ユ

雫スlせ1:1]Ji!.~ とニfさきトオl吾智司き「スl干吾」λl到~ 0]ロlス]-c， 若干干司

ロ|叶叶アトせ量叶叫せ号号2守党]λ同曹司呈λ↑信号弓'v.ォ]Rλ]-.so]2 'v. 

ヰ.ユ司斗司}叫型号吐外|♀lぇlさト221七〈忍号弓「号7トJ}y.(量司有

(豆ス]):g-社〉全社吐きl 干λ]~ 牛'v.金安全17ト，叫干叶苦言ト喧唱!玉井

苦言トミラ〈祖存同ロ]r:.]叶吋]~埜什司~ 7トサ再〉ヌト oト平司ス1苛¥ii0]営

哲霊視む7ト叶き召吋l司君1ペミラ号叶召豆苦吾丘7ト21斗.
ユ~ミ壬吾斗|λ'1 7ト苦ミ]サ司'(]安会，司存叶ロ]r:.J叶斗]~司主刊司

と λト詞ヰ oJ守合型姐 2t吾司λ，-1，号号2司♀豆受oト♀オl呈 λl豆ftλト

司せ斗ユヲ3叫lλ'1Jl子司主ラ古』号~司万トスl王苦列l ォ1 λl さトZ 文iヰミラ召

o] t:十.号喜主~~斗号母せ 71 主]司王~ス1 註スlせ，世主主千トλトを吾刈l

呈召豆斗せr~ 世王入l 若27ト霊安世吋l 曇昔~斗.

き斗曇主音 A~ 司司且スト弔干干司~ A~ 旦ス十司 7] 岩含叶望オ|守A~ 許

せ7同l叫斗， λ1豆岳 λ}到斗旦告会せすき1言2-}召安0]斗C1]曇号吋

判E豆豆バlλ? とスト喧~叶吾司司叫是 7] オ|スl せ，~叶ミテ司会且弁を'(]

社。l叫叫ヰ斗叫卦するji豆主斗ヰスl世主唱 7]苦言トス1芙を斗.丘記

叫(受吾唱召λ}斗苦スト喧毛号音スq]~ヰ喧)オ斗包叶 7] 誉会 y宇2

'v.ス1 畏守ヲ~0]斗.叫ヲト7]斗せを斗1ペ叶|豆モ忍スト司1]'?J王芸道荷主主

主ラ圭音三号士}7]ミ子会牛司さ}Z21スi註斗2 ^~Z}呂斗. 0]ラ1斗と叫正

之司♀豆 金主ロl豆~~きを吋1λ? と若手干同 7]. 宅]社~ rA~{L会アト召牛 21

オ1きトミラヌトミ子昔斗l叫司とき}221ミラ同11. 0] 弓♀と若干干司~ A~ 且ヌt 司

7 ]ミ子音且ヰ量毛牛歪旦豆分A~ (想定)警視0]斗.ぐまλ，1]号包音岳 λ』ヰ

詩型lスl せ，司!王句人l ユ百叫豆 Z王斗 A~ 旦え十司 7] 岩会 Z司ヰヱ訟と

安司君且党]斗.

11 '11

1 

I 

5 

若干干司叶]E 判ヨアト叶とニ A~玉井スl 也社λト司斗]-2-号弓'(]常警告ロ1

霊安'(]7十さトミラ吾刈!と，若手干司斗スト哲也叶利己l7]岩0]叶叶万トスl草壁

苦キヌl~7ト外l 言司 2i斗E Z見 0] :碧スト斗 λJ斗0]斗.

叶|呈ー量叶^~喝さト王号許認i斗.百スi 若干干司豆吾スト暑斗望台}2.，ユ

契含告JSi豆唱塾許せ ~o] 7トミテきトヰ2 吐斗.ユ零斗百司会且スH主
2 吾き妥吐♀豆副会牛 21オl喧斗.0]技会ロ』包o]y.判号吋量号ヰ

さト是主且スト号斗lォ1王告0]司戒スlせ，ユ雫オl叫吐せ契εo}J..1斗.ヰ

告♀豆司昇司O1Jλf 告借金~~許叶， ユ叫寺会ミ1S:ll苦牛王 21ヰヱ

号斗 0]豆列 PC斗包司1:IJ-斗会ヨ汁1司詩雪之見o]t:十羽昇司合唱をす入!

と曹 7H 宅[~号電電T 賛否j告包世宅]吋1.0]ラ1吋1] ~言H ~守告苦せ叫公

会旦モミ]社0]斗.

まさ}斗司プp司qlf見0]号入|宅i句人!と司0]斗.0]人!と曹三17H営会舎

母舎~入l 三三曹斗1 叶詩型彊~ ~き 0] さトヰ. 0 ] 入!と噌~ 7H~Nさ告公告す

入1ム曹斗1] 1:1]詩型翠姐舎0]きトヰ.0]ラ!0] 笹^~司喧~号叶曇号0] llH♀ 

スl 註吋斗王， λ~] 月I]~ 旦吾 λト昔吾斗叫卦曇 L十量牛9Jオl ;司ヰ. 0] 司君

吐対l叶1]0]三司λ'10):，PC号位。l司匁モ忍スト吋l当oJ司匁モ社司11.オ♀

λ1 対p司宅]バ]E判ヨ号電宅計~斗ZE苦牛公会 ~o]斗.吾卦2司ヌトo~

喜ス]~苦言ト2，号アトyト吾唱さトミラ司叫~吾71 ミラ包叶 o] t:十.日ト唱'{:fo] 干

1

・
i
 

l
l
l
 

-

0]せ 4宅~せ吾会副Zせ土社会，智子千司け|豆刊ヨ7トロ]211λト朝刊

ロ|ス!と~寺会 0] 吾ミラ号付1 司叶そ~ 0]サエ乙豆苦唱剖許Z 忍対l弓宅1
2日0]司司叫是召0]ヰ.ユ叶2<=9 7] 斗lλ? と斗司ス|詰名人ト骨量王 oト~

E吉斗2-À~ Z}埜斗.

PCけ|互判三zb 叶宅対lλ}~('(]社社対1斗幸司)OJl唱守告ロl ぇ1七夜

笹井?子司召オ] À~ Z}"OH 且百，君干干司ミラ A~ 且ヌ1 司 7] ミ子告，叶l豆刊ヨー

害企17]岩全斗7]昔すきト22l告会営牛 21斗.ユ司2-0]守スト7ト吾苦

きト叶'(]社号~せ主丑対l豊司省時世♀豆喧詩人|ヲ!と ~o] 入ト~ ~司~
守~~主~o] 斗.
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事
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い

し
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う

で
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実
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す
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意
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な
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る
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い
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な

ど

と

イ

ン
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ビ

ュ
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説

合

お

う

よ

3

こ
ん
な
甥
い
に
と
り

は

語

、

こ

の

問

題

の

思

想

的

側

面

か

ら

、

評

論

家

の

武

田

徹

一

上

九

一

色

村

に

強

制

捜

査
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人

法

で

語

っ

て

い

た

こ
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量

が

つ
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れ

て
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そ

れ

で

も
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Z
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か

氏
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事

件
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め
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言

論

の

現

状
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て

論
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て
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ら
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る

一

目

前
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雑

誌

の

取

材

で

そ

こ

ハ

ッ

キ

リ

分

か

る

。

け

て

芸

つ

均

か

お

う

と

し

て

い

る

が
(
末
年
2
月
9
日
号
1

薗

て

そ

川

を

受

け

る

形

で

、

文

三

を

訪

れ

た

の

も

、

も

う

「

記

嶋

崎

」

そ

し
て
山
口
は
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真
の
仏
教
に
の
は
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あ
な
た
だ
け
で
は
な
い
ん

者
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切
通
理
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氏
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ム
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思

想
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る
信
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ハ
ル
マ
ゲ
ド
ン
予
言
め
る
者
と
し
て
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「
理
念
」
な
の
J

私
は
、
今
年
中
に
、
三
思

ふ

似

一

1

i
l

i
--

1

」

「
頭
で
は
こ
れ
は
い
け
な
い
ん
は
、
「
死
」
と
い
う
も
の
を
身
近
だ
と
言
っ
て
い
る
。
セ
カ
イ
を
殺
し
た
い
な
ら
』
に
続

レ

九

一

実

感

の

な

さ

に

恐

怖

一

だ

、

な
ぜ
な
ら
ば
と
組
み
立
て
は
に
思
っ
て
い
な
い
世
の
中
の
人
間
「
未
来
」
と
「
過
去
」
の
接
点
く
批
評
集
を
出
す
。
そ
こ
で
は
、

ntuy

「
1

l

il
-
-
!

ー
!
し

す
る
け
れ
ど
も
、
実
感
が
と
も
な
に
そ
れ
を
実
感
さ
せ
る
た
め
に
主
と
し
て
の
「
現
在
」
を
生
き
て
い
オ
ウ
ム
一

π信
者
を
含
む
さ
ま
ざ
ま

〆L
U白
。

批

評

集

『

お

前

が

セ

カ

イ

を

殺

つ

て

な

い
か
ら
他
を
感
動
さ
せ
る
張
し
て
い
る
の
だ
と
(
柔
和
な
顔
る
し
か
な
い
我
々
は
「
現
在
」
を
な
立
場
の
人
々
と
の
対
話
も
交
え

JJ'、
あ

…

…

し

た

い

な

ら

』

(

フ

ィ

ル

ム

ア
1

こ
台
}
が
な
い
し
、
説
得
力
も
乏
し
さ
言
わ
れ
た
時
の
戦
傑
が
、
私
決
し
て
つ
か
め
な
い
。
し
か
し
、
な
が
ら
、
私
な
り
の
「
悟
り
の
ゲ

ヲ
《

j
ト
社
)
を
出
し
て
一
年
に
な
る
。
ぃ
。
観
念
論
。
机
上
の
空
論
と
い
の
オ
ウ
ム
評
価
の
原
点
に
な
っ
て
「
過
去
」
に
も
戻
れ
な
い
し
、
「
宋

l
ム
」
を
深
め
て
み
よ
う
と
患
っ

:
一
割
溜
こ
の
入
筒
直
後
に
池
下
鉄
サ
リ
ン
う
感
じ
し
か
し
な
い
」
(
『
サ
ン
い
る
。
当
時
は
ま
だ
、
オ
ウ
ム
が
き
に
も
達
し
字
、
「
現
在
」
て
い
る
。
(
き
り
ど
ち
・

2

111・
哩
山
一
曲
事
件
が
起
き
た
。

サ

l
ラ
』
阿
古
月
号
)
サ
リ
ン
を
撒
い
た
と
は
確
定
さ
れ
に
し
か
生
き
れ
な
い
の
だ
。
ぞ
れ
く
民
U
文
筆
者
)

K
M
聾
謹
オ
ウ
ム
問
題
は
さ
ま
ざ
ま
な
ス
こ
の
指
君
、
オ
ウ
ム
の
こ
と
で
い
な
か
っ
た
が
、
私
は
オ
ウ
ム
を
認
識
す
る
こ
と
っ

・
…一一

‘
胆
匠
ト
掴

キ
岬
ン
タ
ル
を
径
五
、
ま
た
思
想
の
み
な
ら
ず
、
自
分
の
己
弁
-
ま
で
の
思
想
を
忍
ろ
し
い
も
の
だ
と
予
仏
教
が
、
菜
、
山
口
の
言
う

4
L、
岡

ゆ

倒

的

な

論
議
を
巻
き
起
こ
し
た
が
、
言
わ
れ
た
さ
つ
で
、
恥
ず
か
し
く
-
感
し
た
し
、
事
実
が
ほ
ぼ
確
定
さ
レ
ち
な
も
の
だ
と
し
た
ら
、
そ
れ

-J
一
一
〉
一
喝
過
大
方
の
大
衆
に
と
っ
て
は
、
セ
ン
思
っ
て
し
ま
う
。
ま
る
で
パ
ズ
ル
れ
た
今
、
ぞ
れ
は
確
信
と
な
っ
た
。
は
も
と
も
と
「
哲
学
一
高
じ
よ

L常
明

開

魁

セ

l

シ
-a

ア
ル
に
語
ち
れ
れ
ば
語
を
解
く
さ
つ
に
、
現
実
を
図
式
化
「

1
1

1

1

1
1

1
1
1

一

う
な
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ

、

:

円

以

幽

ら
れ
る
ほ
ど
、

;
i
:H
H
:
!
!
J一

「
悟
り
の
ゲ
ー
ム
」
へ

一

る
っ
か

3

可

常

温

感

か

ら

速

く

な

る

…

〉

言

"

一

-
東
京
工
業
大
学
助
教
授

・
橋
爪

一…

開

聞

と

い

う
感
じ
だ
っ

=

セ

カ

イ

と

の

つ

な

カ

=

一「

引

引

釦

則

-E飢

大

三

郎

は
か
つ
て
『
仏
教
の
言
語

一
田
智
E
a

た
と
思
う

o

l

i

-

-

'

'

j

一戦
略
』
(
勤
草
書
一
号
の
中
で
「
日
出

明

語

、

.

，

市

川

Z
Z
E
・
:
』

L
〉

同

'

は

、

オ

ウ
ム
事
件
以
前
、
『
チ
ベ

監

死

者

の

錆

こ

り

の

E
復

を

求

め

て

=

ッ
ト
死
者
の
警
が
プ
1

ム
に
な
教
と
は
悟
り
の
ゲ
ー
ム
で
あ
る
」

閉

盟

も

、

殺

人

者

の

血

長

か

ら

、

雑

誌

『

諸

君

ノ

』

と

語

っ

た

。

悟

り

が

「

幻

想

」

で

期

臨

に

濡

れ

た

手

袋

一

一

「

現

在

」

を

ど

う

生

き

ぬ

く

か

=

や
東
大
出
版
会
の
で
P
』
誌
な
あ
る
と
し
て
も
色
り
を
求
め
て

開

M
圃

触

も

と

も

に

遠

・

い

く

と

い

う

こ

と

が

、

そ

の

人

の

聞

B
F園

川

ど
で
、
オ
ウ
ム
の
信
仰
の
元
に
な

盟
恥
一

i
主

一

一

切

通

理

作

一

一

っ

た

一

一

ン

マ

派

の

信

仰

を

「

あ

れ

白

鳥

時

ら

は

そ

れ

圏

ヨ

圃

醐

は

仏

教

で

は

な

い

」

と

批

判

し

て

r
-

間
引
M

「
初
め
て
の
毒
ガ
「
日
|
ιi

k-

そ
の
意
味
で
、
私
は
前
掲
苫
で

闇
Z
U勘

l
i
r
i

--
E
H
u日
い
川
川

:
i
い
る
。
本
来
、
自
に
見
え
な
け
れ

間
四
国
圏
ス
テ
ロ
」
と
身
樹
え
ら
れ
る
。
そ

し

て

見

て

い

る

だ

オ

の

、

ム

を

合

の

森

岡

正

博

の

言

葉

に

力

づ

け

ら

田
凪
園
田

』

手

ば

体

験

も

出

来

ず

、

「

不

可

知

」

錨
掴
盟
副

う

言

わ

れ

で

も

、

緊

迫

感

は

今

一

め

た

「

分

析

者

」

た

ち

の

自

己

像

れ

た

。

つ
だ
っ
た
3

一
を

男

せ

つ

け

ら

れ

た

よ

う

な

気

が

「

私

た

ち

の

存

在

そ

れ

自

体

は

、

お
前
が
セ
カ
イ
を
殺
す
ま
で
も

-
し
た
か
ら
だ
。
自

分

は

蚊

帳

の

外

交

わ

り

合

う

こ

と

は

な

い

だ

ろ

う

な

く

、

こ

の

セ

カ

イ

で

生

き

て

い

に

お

い

て

、

オ

ウ

ム

問

題

を

語

る

し

、

ま

た

、

簡

単

に

交

わ

り

合

つ

一

る

実

感

と

し

て

の

自

分

は

、

「

す

者

。

そ

れ

ら

の

言

説

を

、

更

に

上

て

は

い

け

な

い

。

そ

の

か

わ

り

に

、

」
で

に

死

ん

で

い

た

」

と

で

も

、

幅

か

ら

見

下

し

て

、

田

町

徴

的

な

展

望

何

か

の

機

会

に

、

お

互

い

の

思

索

を

語

ろ

う

と

す

る

者

つ

も

う

キ

リ

と

一

行

為

と

自

己

表

現

の

一

端

を

、
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か
れ
て
い
る
よ
う
な
気
さ
え
、
私

は
し
て
い
た
。

ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
江
川
沼
子

が
、
オ
ウ
ム
の
顧
問
弁
護
士
に
し

て
信
者
で
あ
っ
た
青
山
吉
伸
の

「
救
済
」
の
思
想
に
つ
い
て
評
価

を
下
し
た
こ
と
は
忘
れ
A

つ
れ
な

れ
V
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